在日外国人労働者の異文化適応についての調査研究(その1) by 李 艶 & 山本 理沙
在日外国人労働者の異文化適応についての調査研究(その 1)  1 
 
 
聖泉論叢 2020 28号 
 
在日外国人労働者の異文化適応についての調査研究(その 1) 
Study on intercultural adaptation of foreign workers in Japan (1)   
 
 
李艶      山本 理沙＊
                     Li Yan         Yamamoto Risa 
 
 
















Keywords: Foreign workers living in Japan, Intercultural adaptation, Mental health 
 
           本論文は心理学研究分野の研究倫理を遵守し、完成したものであることをここで表示する。 
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をめざした様々な取り組みが始まっている。政府は、2018 年 6 月 15 日、「経済財政運営
と改革の基本方針2018」を閣議決定し、この中で就労を目的とした新たな在留資格を創設
して、外国人労働者の受入れを拡大することを表明した。外国人労働者の受入れを2019年
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いう（山下,橋本,神農 2008 ,Luksyte,A,Spizmueller,C.2014）。渡辺（1996）は、異文化接触

























ベリーら（Berry, J. W.et al. , 1990）などは、カルチャーショックを文化変容ストレス
（acculturative stress）、すなわち、文化変容過程で生じるある一種のストレスと考えてい
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を 5 点、「やや当てはまる」を 4 点、「どちらとも言えない」を 3 点、「あまり当てはまら
ない」を2点、「全く当てはまらない」を1点と得点化し、平均値を算出した。平均値が高
かった項目は、「会社の人に会ったときはあいさつをしている」「今、している仕事の内容
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表2  MMSの各因子の信頼性 
表3  MMSの因子間の相関関係 
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外感” “友好な対人関係” “ストレス反応” “自己不安感” “適応力・対応力”の六つの因子 
から構成されていることが明らかになった。 
10  在日外国人労働者の異文化適応についての調査研究(その 1)   
 
 
聖泉論叢 2020 28号 
項目 項目内容 自己抑圧性 疎外感・孤独感 友好な対人関係 ストレス反応 自己不安感 適応力・対応力 共通性
㉛ 周りとなじめている .691 .004 .121 .408 -.446 -.094 .729
⑮ 自分らしさがないと思う .597 .157 .103 -.007 -.090 -.042 .388
⑯ 批判や非難を受けるのが怖い .588 .029 .023 .021 .162 -.108 .486
⑭ 周りの目がひどく気になる .555 -.037 .101 .059 .313 .082 .517
㉞ 何か言われると、責められているように感じる .500 .193 -.046 .070 .234 .106 .560
⑬ 仕事をするとき、上手くいかないのではと不安になる　 .370 .140 .233 -.034 .346 -.213 .463
⑩ 職場や家庭などで居場所がないと思うことがある .060 .691 -.040 -.100 .090 .089 .503
㉘ 気分が沈み、やる気が起こらない -.028 .527 -.061 .242 .038 -.037 .481
㊲ わたしの気持なんか、誰も分かってくれない .198 .471 -.148 -.134 .061 .092 .339
⑱ 自分の意見を言うのが苦手である .087 .462 .072 .024 .027 -.137 .296
㉙ 食欲がない .124 .456 -.156 .153 -.088 -.010 .396
㉚ 興味があったものに興味がなくなる .063 .308 -.020 .210 .085 .110 .253
㉜ 周りの人と楽しい時間を過ごしている .188 -.304 .181 .106 -.217 -.017 .169
㊴ 不満があるが、言えない　　　 .158 .277 .005 .158 .097 -.209 .333
⑳ 自分のことを認め、信頼してくれる人がいる -.057 -.067 .801 .000 -.076 .006 .707
㉑ 自分の話を受け止め、能力を引き出してくれる人がいる -.155 -.133 .629 .164 -.213 .040 .592
㉓ 上司は、仕事の問題で困っているとき、どうすればいいか相談にのってくれる .188 -.063 .576 -.160 .133 -.127 .341
③ 会社の人に会ったときはあいさつをしている .187 .014 .487 -.251 .168 .121 .377
㉝ ありのままの自分を出せている -.172 -.071 .471 .020 .028 -.140 .265
⑰ 人一倍努力する -.428 .353 .463 .011 .216 -.005 .484
⑲ 仕事などで手伝ってくれたり、応援してくれる人がいる .234 -.150 .462 -.015 .167 .068 .315
⑦ 日本にいる友達（日本人・外国人）と連絡を取ったり、会ったりしている -.187 .229 .459 -.080 -.267 .320 .561
④ 地域の行事に参加しようと思う .221 .019 .444 -.163 -.035 .045 .228
② 日本で働いている職場は外国人を受け入れている雰囲気である .175 -.060 .412 -.084 .136 .206 .314
㉒ 一緒に居るだけで安心できる人がいる -.281 -.104 .386 .261 .164 -.001 .313
㉖ 最近イライラしたり、怒りっぽくなったりする .093 -.183 -.177 .826 .150 .097 .725
㉗ 緊張したり、不安で落ち着かないことが多い .024 .043 .008 .795 .162 .017 .762
㉔ 最近、よく眠れないことが多い -.125 .038 .057 .510 .185 -.282 .409
㉕ 疲れやすくなったり、人間関係が面倒になったりする .058 .102 -.317 .486 .051 .204 .439
㉟ 人間関係が怖かったり、大人数をプレッシャーに感じる .294 .326 -.035 .358 -.021 .031 .547
㊳ まわりのことよりも、自分のことで精いっぱいだ　 .206 .068 .156 .217 -.059 .059 .135
⑫ 経済的に心配なことが多い .100 .074 .003 .104 .654 .030 .574
⑪ 将来について不安な事が多い -.008 .028 .099 .183 .641 -.129 .535
⑨ 人間関係で悩むことが多い -.159 .042 -.021 .076 .564 .182 .342
㊱ 不満があるが、言えない .077 .083 .124 .069 .449 .066 .306
⑤ 自治体、地域からのお知らせの内容は理解できる .041 .051 .007 -.027 .069 .754 .565
⑥ 市役所、病院などの公共施設の利用はわかる -.255 -.038 -.018 .086 .084 .700 .580
⑧ 日本でわからないことがあったときに誰かに教えてもらうことができる .090 -.266 .293 .112 .218 .419 .475
① 今している仕事の内容は理解できる .055 .144 .322 .069 -.151 .413 .363
因子寄与 4.668 4.563 4.490 4.321 3.757 3.004
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自己抑圧性 疎外感・孤独感 友好な対人関係 ストレス反応 自己不安感 適応力・対応力
自己抑圧性 1.000 .345 -.225 .313 .330 -.143
疎外感・孤独感 .345 1.000 -.198 .436 .333 -.163
友好な対人関係 -.225 -.198 1.000 -.079 .028 .399
ストレス反応 .313 .436 -.079 1.000 .217 -.099
自己不安感 .330 .333 .028 .217 1.000 -.033
適応力・対応力 -.143 -.163 .399 -.099 -.033 1.000
自己抑圧性 疎外感・孤独感 友好な対人関係 ストレス反応 自己不安感 適応力・対応力
α係数 .812 .760 .803 .797 .723 .722
ω係数 .843 .779 .836 .831 .744 .783
因子得点 .810 .786 .860 .854 .763 .781
 



























12  在日外国人労働者の異文化適応についての調査研究(その 1)   
 
 
聖泉論叢 2020 28号 
項目 自己抑圧性 疎外感・孤独感 友好な対人関係 ストレス反応 自己不安感 適応力・対応力
㉛ .659 .263 -.118 .529 -.122 -.171
⑮ .602 .316 -.081 .224 .162 -.108
⑯ .668 .308 -.155 .262 .374 -.195
⑭ .630 .252 .020 .269 .497 .032
㉞ .661 .466 -.153 .355 .474 -.029
⑬ .500 .357 .049 .221 .521 -.204
⑩ .293 .692 -.144 .234 .315 -.040
㉘ .261 .653 -.192 .480 .256 -.168
㊲ .359 .516 -.237 .149 .247 -.061
⑱ .266 .519 -.095 .266 .221 -.199
㉙ .337 .569 -.293 .385 .134 -.177
㉚ .251 .436 -.065 .373 .250 .020
㉜ .007 -.299 .177 -.028 -.227 .074
㊴ .364 .466 -.179 .370 .283 -.293
⑳ -.287 -.271 .828 -.127 -.094 .347
㉑ -.368 -.318 .687 -.043 -.257 .325
㉓ .048 -.117 .512 -.133 .159 .098
③ .041 -.091 .515 -.201 .190 .305
㉝ -.268 -.183 .467 -.082 -.031 .081
⑰ -.335 .191 .493 .041 .208 .175
⑲ .119 -.123 .472 -.014 .202 .239
⑦ -.370 -.103 .582 -.165 -.267 .509
④ .059 -.083 .420 -.133 .020 .204
② .050 -.106 .477 -.078 .160 .359
㉒ -.268 -.109 .454 .132 .104 .179
㉖ .364 .278 -.184 .812 .291 -.043
㉗ .337 .447 -.058 .854 .357 -.074
㉔ .136 .314 -.070 .551 .278 -.304
㉕ .305 .381 -.306 .565 .194 .003
㉟ .515 .578 -.182 .587 .260 -.112
㊳ .234 .173 .101 .280 .081 .061
⑫ .369 .366 -.012 .306 .733 -.027
⑪ .267 .320 .047 .337 .695 -.132
⑨ .044 .183 .089 .151 .535 .163
㊱ .238 .254 .124 .210 .518 .070
⑤ -.037 -.049 .293 -.053 .068 .743
⑥ -.310 -.171 .322 -.060 -.018 .724
⑧ -.021 -.240 .490 .007 .178 .548
① -.055 .012 .435 .050 -.074 .508
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